
東大和市工事請負契約における現場代理人の兼任に関する基準 

 

（目的） 

第１条 この基準は、東大和市が発注する建設工事において、建設業者の受注機会の拡大を図

るため、東大和市工事請負契約約款で規定する現場代理人の常駐義務を緩和し、他の工事と

の兼任を認める要件について、必要な事項を定める。 

（兼任を認める要件） 

第２条 次の各号のいずれにも該当する工事については、現場代理人の兼任を認める。ただし、

１人が兼任できる工事は２件までとする。 

（１）兼任しようとする工事請負金額がいずれも４，５００万円（建築一式工事の場合は、９，

０００万円）未満であること。 

（２）工事現場は、いずれも東大和市内であること。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、兼任を認めないものと

する。 

（１）工事内容等から東大和市が兼任が困難であると判断した場合 

（２）東大和市以外の発注する工事において兼任が認められていない場合 

３ 前２項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する工事については、別途兼任を

認めるものとする。 

（１）東大和市発注の単価契約による工事 

（２）東大和市発注の工事で災害復旧等の緊急を要する工事 

４ 第２項第１号の規定により兼任を認めない工事については、発注図書等にその旨を明記す

るものとする。 

 （兼任の届出） 

第３条 兼任を希望する受注者は、落札後又は他の発注者との契約締結後、速やかに現場代理

人兼任届（様式）に兼任する工事の受注金額のわかる契約書の写しを添えて工事主管部署に

提出すること。 

 （契約変更があった場合の措置） 

第４条 兼任する工事において、契約変更が生じたことにより第２条第１項第１号に規定する

金額を上回ることとなった場合も、原則として引き続き現場代理人の兼任を認めることとす

る。 

 （遵守事項） 

第５条 受注者は、兼任をさせるにあたっては、次の各号に掲げる事項を遵守しなければなら

ない。 

（１）兼任するいずれかの工事現場に駐在すること。 

（２）東大和市発注の工事については、１日１回以上は当該工事現場に駐在し、現場管理を行

うこと。 

（３）兼任に係る監督員と確実に連絡が取れ、緊急時には工事現場に急行できる体制を確保す

ること。 



（４）不在となる工事現場については、安全管理及び住民対応等の体制を確保し、工事現場の

運営及び取締りに支障を生じさせないこと。 

附 則 

 この基準は、平成３１年４月１日から施行する。 

   附 則 

この基準は、令和５年１月１日から施行する。 

   附 則 

この基準は、令和７年２月１日から施行する。 

 


